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2007 年に県外から乳用山羊を導入して飼育を開始
した乳用山羊一農場において、 2009 年から子山羊の
死亡が続き、病性鑑定により伝染性無乳症と診断した

ので概要を報告する（図 1 ）。

図 1 ．農場外観

【農場の概要】

2007 年に A 県及び B 県から月齢様々な乳用山羊
（ザーネン種）を雌雄計約 10 頭導入し飼育開始。 2009
年 10 月に A 県から成雄 1 頭を導入。自家繁殖により
増頭し、 2010 年 5 月現在、成雌 33 頭、成雄 2 頭、子
山羊 30 頭、計 65 頭（すべて純系のザーネン種）飼養
（図 2 ）。

図 2 ．農場の概要(1)

粗飼料は県内の肉用牛農家のパンゴラグラス（品種：

トランスバーラ）、濃厚飼料は JA の牛用配合飼料、敷
料は県内業者のバガスを使用。子山羊は 1 週齢から人
工哺乳。農場の衛生状態は良好（図 3 ）。

図 3 ．農場の概要(2)

【疾病発生歴】

2009年 1年間で子山羊 10頭が死亡。 2010年 3月
に 2 週齢から 1 ヵ月齢の子山羊 6 頭が死亡。当時カビ
の生えた草を敷料として利用していたため、おが粉に変

えたが、その後も 4 月に呼吸促迫、発熱等で子山羊 4
頭死亡、 5 月にも子山羊 1 頭死亡し家畜保健衛生所
に病性鑑定依頼（図 4 ）。

図 4 ．農場の疾病発生歴



病性鑑定立入時、 3 ヵ月齢 1頭が元気はあるが左前
膝関節腫脹で起立困難（鑑定殺：検体 No.1 雄、体温

40.5℃）、 2週齢 3頭が元気消失、腹式呼吸（うち 1頭
鑑定殺：検体 No.2 雌、体温 41.5℃）（図 5 ）。

図 5 ．病性鑑定

【検査成績】

剖検所見では、 No.1に左前膝関節及び左股関節内
に膿瘍、 No.1 、 No.2 ともに肺の肝変化が見られた（図
6 、図 7 ）。

図 6 ．剖検所見（関節）

図 7 ．剖検所見（肺）

病理組織所見では、 No.1 で気管支間質性化膿性
肺炎、 No.2 で気管支間質性肺炎が認められた（図
8 ）。

図 8 ．病理組織所見（肺）

その他、 No.1 では気管、心、肝等に炎症、胸腺に石
灰化巣、 No.2 では中枢神経、肝、腎等に炎症、脾の濾
胞の壊死等がみられた（図 9 ）。

図 9 ．病理組織所見（その他）



細菌検査は 2 頭の主要 6 臓器及び No.1 の関節腔
液を材料として羊血液寒天培地及び DHL 寒天培地の
好気培養、チョコレート寒天培地及びムチン添加 PPLO
培地の炭酸ガス培養を行った（図 10 ）。

図 10 ．細菌検査（分離培養）

菌分離培養では No.2 肺から Arcanobacterium
pyogenes 、 No.1 肺、関節腔液及び No.2 肺からマイコ
プラズマ様コロニーが分離された（図 11 ）。

図 11 ．細菌検査（菌分離成績）

分離されたマイコプラズマ様コロニーを由来別に各 3
株計 9株純培養し、性状及び遺伝学的検査を実施。す
べての株で、グルコース発酵性(+)、アルギニン水解性
( -)、 Mycoplasma agalactiae PCR( -)、 Mycoplasma
mycoides cluster PCR とその PCR産物の制限酵素 Pst
Ⅰ解析(+)であり、分離菌は Mycoplasma mycoides
cluster の一種であることが伺われた（図 12 、図 13 、図
14 ）。

図 12 ．（参考：伝染性無乳症）

図 13 ．マイコプラズマ様菌の検査

図 14 ．マイコプラズマ様菌の検査成績

独立行政法人動物衛生研究所に分離 Mycoplasma
由来別 3 株の精密検査を依頼したところ、遺伝子検
査、各種性状検査及び代謝阻止試験でいずれも同一

成績を示 し た こ と か ら 3 株は同一種であ り 、
Mycoplasma mycoides subsp. mycoides LC （以下
MmmLC ） または M. mycoides subsp. capri （以下



Mmc ）のいずれかによる伝染性無乳症であることが判
明した（図 15 ）。

図 15 ．分離株の精密検査（動物衛生研究所）

【まとめと考察】

2009 年から子山羊の死亡例が続いた乳用山羊一農
場において、 2010 年 5 月の`病性鑑定により伝染性無
乳症を確認。

本県では、 1991 年に肺胸膜炎及び関節炎を呈した
山羊から Mmc （ MmmLC の可能性あり）が、 2006 年
には子山羊の多発性関節炎から MmmLC が分離され
ており、 MmmLC は ELISA による抗体検査で当時す
でに県内に広く浸潤していたことが判明している。

本件を含めた 3例では、幼弱な個体ほど感受性が高
く、成山羊では異常は認められていない。治療はタイロ

シンが有効であり、早期発見と子山羊を中心とした投薬

による早期治療が本疾病に効果的であると考えられた。

（図 16 ）

図 16 ．まとめと考察
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